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平成10年災害から20年「災害の教訓を語り継ぎ、次世代につなぐ」

白河地区及び福島・二本松地区の座談会の開催予定について

○平成10年８月末洪水及び９月台風５号洪水による甚大な被害が発生した
が経過しました。「平成10年災害」から20年

○「平成10年災害」を忘れてはならない教訓として次世代に語り継ぎ、大規模氾濫
座談会時の避難を含めた今後の対応について考えるきっかけづくりを目的として、

・パネル展 白河地区（白河市・西郷村）及び福島・二を昨年11月より開催しており、
しましたので、お知らせいたします。本松地区の座談会の開催予定が決定

１．日 時： 白河地区 令和元年8月27日（火）14：30～ １時間半程度
福島・二本松地区 令和元年8月29日（木）15：50～ １時間半程度

２．場 所： 白河地区 白河市立図書館（白河市道場小路96-5）
福島・二本松地区 福島市役所飯坂支所 2階 大会議室

（福島市飯坂町字銀杏6番地の11）
３．出席者： 白河地区 白河市長・西郷村長等が出席予定

福島・二本松地区 福島市長・二本松市長等が出席予定
(詳細は別紙参照)

４．公開等：（１）本座談会は公開としております。
（２）報道関係者の席を用意しております。
（３）一般の方で聴講を希望される方は、会場の都合により

数に限りがありますので先着順とさせて頂きます。

共 催： 阿武隈川上流大規模氾濫時の減災対策協議会
（一社）東北地域づくり協会

後 援： 阿武隈川サミット実行委員会

阿武隈川の直轄改修事業は令和元年をもって100周年を迎えました。
「阿武隈川改修100周年事業」として、本座談会ほか防災や地域づくりに関する
各種取組みを実施しております。

≪発表記者会：福島県政記者クラブ、福島市政記者クラブ、郡山市記者クラブ≫

< 問い合わせ先 >

■国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所

TEL 024-546-4331（代表）

調 査 第 一 課 長 古賀 博久（内線 351）
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氏名 役職

鈴木　和夫
す ず き か ず お

白河市長

髙橋
た か は し

　廣志
ひ ろ し

西郷村長

加藤　保浩
かとう やすひろ

福島県 県南建設事務所長

邊見　友雄
へ ん み と も お

白河市 消防団長

伊藤　満
い と う み つ る

白河市 町内会連合会長

矢吹　利夫
や ぶ き と し お

西郷村 消防団長

花安　紀夫
は な や す の り お

西郷村 行政区長会長

小浪
こ な み

 尊宏
た か ひ ろ

福島河川国道事務所長

※敬称略

平成10年災害から20年
「災害の教訓を語り継ぎ、次世代につなぐ」 座談会

白河地区(白河市・西郷村)
出席者（予定）

別紙
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木幡
こ は た

　浩
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福島市長

三保
み ほ

　恵一
け い い ち

二本松市長

安田　博道
や す た ひ ろ み ち

福島県 県北建設事務所長

加藤
か と う

　功
いさお

福島市 消防団 元第４方面隊長

二瓶
に へ い

　勝雄
か つ お

福島市 南町 町内会長

野地
の ぢ

 政秋
ま さ あ き

二本松市 消防団 副団長

佐久間
さ く ま

 宏信
ひ ろ の ぶ

二本松市 消防団 安達地区隊長

小浪
こ な み

 尊宏
た か ひ ろ

福島河川国道事務所長

※敬称略

平成10年災害から20年
「災害の教訓を語り継ぎ、次世代につなぐ」 座談会

福島・二本松地区
出席者（予定）

別紙



平成10年災害から20年「災害の教訓を語り継ぎ、次世代につなぐ」座談会・パネル展

１．開催時期
平成30年11月～ ５地区に分かれて順次実施

２．共催・後援
• 共催…阿武隈川上流大規模氾濫時の減災対策協議会、東北地域づくり協会
• 後援…阿武隈川サミット実行委員会

３．主旨
• 今年は、平成10年８月末洪水及び９月台風第５号による甚大な浸水被害が
阿武隈川流域で発生した「平成10年災害」から20年の年にあたる。

• 「平成10年災害」を契機として実施した「平成の大改修」をはじめとした河川改修により
治水安全度は上がったが、現在も未だ治水施設の整備は十分とはいえない。

• また、近年、これまでに経験したことがない雨が各地で多発する一方で、水害経験者の高齢化が進む
地域や水害を経験していない世代が多く住まう地域もある。

• このため、「平成10年災害」を忘れてはならない教訓として次世代に語り継ぎ、大規模出水時の避難
を含めた今後の対応について考えるきっかけづくりを目的として、座談会・パネル展を実施する。

４．座談会実施地区
• 伊達地区（伊達市・桑折町・国見町） 平成30年11月21日に実施済
• 福島・二本松地区（福島市・二本松市） 令和元年8月29日に実施予定
• 郡山・須賀川・本宮地区（郡山市・須賀川市・本宮市） 2月14日に実施済
• 阿武隈川上流地区（鏡石町・泉崎村・中島村・矢吹町・玉川村）1月25日に実施済
• 白河地区（白河市・西郷村） 令和元年8月27日に実施予定

平成10年８月末洪水
白河市堀川合流部

平成10年９月台風第５号
荒川決壊

平成10年８月末洪水
信夫ヶ丘競技場浸水

信夫ヶ丘競技場

浸水範囲

参考



５．座談会参加メンバー
• 各地区の首長
• 平成10年災害を経験した自治会長・町内会長
• 平成10年災害で水防活動にあたった消防団
• 福島県土木部局、危機管理部局
• 福島河川国道事務所長 等 各地区計10名程度

６．座談会の議題
• 平成10年災害の振り返り
• 平成の大改修をはじめとした平成10年災害後の取組み
• 阿武隈川のこれからの100年を考える

７．展示パネルの概要
• 阿武隈川の特徴
• 阿武隈川における過去の洪水被害
• 平成10年災害の被害の状況
• 平成の大改修、県の災害復旧・河川改修
• 阿武隈川のこれからの100年を考える～災害に備え、川とともに暮らす～

８．一般の方を対象とした座談会・パネル展でのアンケート
日ごろの災害への備えや避難行動、今後の阿武隈川への期待等についてアンケート実施

平成10年８月末洪水と平成の大改修（須賀川市）

平成10年８月末洪水と平成の大改修（伊達市）

平成10年災害から20年「災害の教訓を語り継ぎ、次世代につなぐ」座談会・パネル展


